
大切です。早めの相談、周囲の気づき：２
保育園・家庭保育室、入園・入室のお知らせ：6
　　川越から 世界へ：10
●「社協だより」が折り込まれています
●「第8回川越市生涯スポーツフェスティバル」が同時に配布されます
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

広 報

川 

越
№1254

平成23年9月10日

（毎月10日・25日発行）

ロケット、発射！（川越第一小学校、関連記事は裏表紙）

川越市マスコットキャラクター
「ときも」

2012年、川越市は
市制施行90周年
を迎えます。

Ｚひと　まち
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今
年
7
月
、
厚
生
労
働
省
は
、

地
域
医
療
の
基
本
方
針
と
な
る
医

療
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
疾
病
と

し
て
指
定
し
て
き
た
「
が
ん
・
脳

卒
中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
」
の
4

大
疾
病
に
、
新
た
に「
精
神
疾
患
」

を
加
え
、
5
大
疾
病
と
す
る
方
針

を
決
め
ま
し
た
。
精
神
疾
患
へ
の

正
し
い
理
解
が
必
要
で
す
。

　

近
年
、
精
神
疾
患
は
、
身
近
な
病
気
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
全
国
の
患
者
数
。
左
上
の
表

で
は
、
平
成
20
年
の
精
神
疾
患
の
患
者
数

は
約
三
百
二
十
三
万
人
。
こ
れ
は
、
が
ん

の
二
倍
以
上
で
す
。
4
大
疾
病
の
中
で
最

も
患
者
数
の
多
い
糖
尿
病
と
比
べ
て
も
、

人
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
二
年
連
続
で
三
万
人
を
超
え

て
い
る
自
殺
者
数
。
そ
の
9
割
以
上
が
、

自
殺
の
直
前
に
何
ら
か
の
精
神
疾
患
を
患

っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
は
、
厚
生

労
働
省
が
「
こ
こ
ろ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
宣
言
」
を
発

表
。
精
神
疾
患
へ
の
正
し

い
理
解
と
啓
発
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
、
精
神
疾
患
は
、
国

民
に
広
く
関
わ
る
疾
病
と

し
て
重
点
的
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。

　

精
神
疾
患
と
言
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

左
表
を
見
る
と
、、
う
つ
病
の
患
者
数

が
多
く
、
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。次
に
多
い
の
が
統
合
失
調
症
。

平
成
14
年
以
前
は
、
う
つ
病
よ
り
も
統
合

失
調
症
の
患
者
数
が
多
く
の
割
合
を
占
め

て
お
り
、
患
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
精
神
疾
患
の
中
で
、
う
つ
病
は

誰
も
が
な
り
う
る
病
気
と
い
う
こ
と
が
社

会
的
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
他
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て
も
社

会
全
体
で
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、精
神
疾
患
の
中
で
も
、

う
つ
病
の
次
に
患
者
数
の
多
い
、
統
合
失

調
症
に
焦
点
を
あ
て
紹
介
し
ま
す
。

大
切
で
す
。
早
め
の
相
談
、
周
囲
の
気
づ
き
保
健
予
防
課
L
2
2
7
‐
5
1
0
2

精神疾患万人

平成8年 1411 17 20

糖尿病
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5大疾病患者数の推移
（厚生労働省調査）

な
ぜ
5
大
疾
病
に
？

精
神
疾
患
っ
て
？

300
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150
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不安障害など

その他
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（血管性など）

50
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医師に聞きました 統合失調症のこと

Qどんな病気？

　特別な病気ではなく、誰もがかかる可能性がある

病気です。100人～120人に1人の割合で発症し、

10歳代～30歳代がなりやすいとされています。

　統合失調症は「心の病気」といわれていましたが、

現在は「脳の病気」といわれています。また、昔は治

らない病気と考えられていました。今は服薬治療や

リハビリなどで症状を抑えることができ、普通の生

活に戻ることができます。

Q原因は？

　はっきり分かっていませんが、神経の伝達物質の

バランスが崩れることによって脳の機能に障害が起

こる病気であることが明らかにされています。育て

方や家庭環境が原因ではありません。

Qどんな症状が出るの？

　人によってさまざまで、病状の経過によっても異

なります。また、回復にかかる時間も人それぞれで

す。ここでは、一般的な経過と症状を紹介します。

前�駆期…眠れない／神経過敏／わけもなくイライラ

する

急�性期…幻覚／妄想／興奮しやすくなる／考えがま

とまらず話が支離滅裂である

消�耗期…何もする気が起きない／だるい／眠い

回�復期…自分で物事を判断できる／前向きに物事が

考えられるようになる

Qどの段階で受診すればいいの？

　初期のころ（前駆期）に受診するのが望ましいで

す。眠れない日が1週間ぐらい続いたり、原因も無

く無性にイライラしたりと、普段と違う状態が続く

ときは、病院や相談窓口に相談してください。

Q当事者を病院に連れて行くには？

　病院に行くとなると、身構えてしまい、嫌がる場

合があります。でも、当事者には辛い症状があるは

ずです。その症状を緩和するために相談に行こうと

促すと良いでしょう。

Q周囲の人ができることは？

　病気の正しい知識を得ることです。正しく理解を

し、偏見をなくし、みんなで受け入れるという姿勢

が大切です。

Q一生の病気なの？

　他の慢性疾患と同じように、薬を飲み続ける必要

はありますが、回復して普通の生活が送れるように

なります。初期のころに治療を開始すれば、回復率

もより高くなります。

今回話を聞いたのは

精神保健指定医
吉
よし

澤
ざわ

佳
よし

子
こ

さん

　

最
初
に
子
ど
も
に
症
状
が
現
れ
た
の

は
、
中
学
2
年
生
。
不
登
校
に
な
り
、

家
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
校
に
入
る
と
、
床
を
ド
ン
ド
ン

踏
み
鳴
ら
す
な
ど
、
目
に
見
え
て
様
子

が
変
な
の
で
病
院
へ
行
こ
う
と
言
い
ま
し
た
が
、
本
人
が
拒
否
し

た
の
で
無
理
に
連
れ
て
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
2
年
生
の
時

に
受
け
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
病
院
の
受
診
を
勧
め
ら
れ
、
統
合

失
調
症
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
本
人
も
自
分
の
状
態

が
辛
く
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
気
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
は
、福
祉
施
設
で
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
病
気
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
く
て
、
調
べ
て

も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
今
思
え
ば
、
周
囲
の
人

な
ど
に
病
気
の
知
識
が
あ
り
、早
い
段
階
で
気
が
付
い
て
い
れ
ば
、

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家族の話
20歳代男性Bさ
んの父（60歳代）

　

大
学
受
験
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
不

登
校
に
。
様
子
が
お
か
し
い
と
、
親
に

連
れ
ら
れ
て
病
院
へ
行
き
、
統
合
失
調

症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
治
療
中「
も

う
治
っ
た
」
と
勝
手
に
判
断
し
、
服
薬

を
や
め
て
症
状
が
悪
化
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
は
、
福
祉
施

設
な
ど
で
知
り
合
っ
た
同
じ
病
気
の
人
と
仲
良
く
な
り
、
悩
み
を

相
談
し
た
り
、
遊
び
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、「
自
分
は
病
気
だ
か
ら
他
の
人
よ
り
劣
っ
て
い
る
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
と
同
じ
病
気
の
人
が
普

通
に
生
活
し
て
い
る
・
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
・
結
婚
し
て
家
庭

を
持
っ
て
い
る
・
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
病
気

を
隠
す
必
要
は
な
い
ん
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
福
祉
施
設
で
継
続
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

訓
練
し
、
就
職
し
て
自
立
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

当事者の話
A さん（30歳
代男性）
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L

L

こ
こ
へ
相
談

保
健
予
防
課（
平
日
、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

L
2
2
7
‐
5
1
0
2

O
2
2
7
‐
5
1
0
8

埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

L
0
4
8
‐
7
2
3
‐
1
1
1
1（
代
表
）

　

大
切
な
の
は
、
一
人
で
抱
え
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
、
当
事

者
に
も
家
族
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。「
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
病
気
」「
人
に
話
し
づ
ら
い
病
気
」
と
思
っ
て
、
一

人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　

自
分
だ
け
で
、
あ
る
い
は
家

族
だ
け
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
も
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
「
あ
ま
り
自
分
に
は
関
係

な
い
か
な
」
と
思
っ
た
方
！　

あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
こ
ん
な
記
事
が
あ
っ
た
よ
」
と
、
周
囲
の
人

に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
が
、
誰
か
を
救
う
き

っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

統合失調症家族の集い

　病気のこと、対応の仕方、情報交換など、いろい

ろなことを家族同士で話し合える場です。

精神保健相談

　精神保健福祉相談員による電話相談、来所相談を

行っています。来所相談は、事前に連絡が必要です。

精神障害者保健福祉手帳

　治療が長期になると、日常生活で制約が生じる場

合があります。このような方を支援する制度です。

　手帳は、精神障害者の社会復帰の促進と自立、

社会参加の促進を図ることを目的に交付され、税

制上の優遇措置や、公共施設等の利用料・使用料

の減免などが受けられます。

自立支援医療制度（精神通院）

　精神疾患に必要な治療を続けられるように医療費

の軽減を図る制度です。

●医療費の自己負担額が原則1割になります

●有効期間は最長1年間です

● 制度の対象となる医療機関は病院（診療所）、薬局、

精神科デイケア、訪問看護です

ソーシャルクラブ

　主に統合失調症で治療している方たちが共に活動

することで、家庭や社会で自立して生活することを

目標としています。保健師や精神保健福祉士と一緒

に、料理・社会見学・話し合い・ハイキング・スポ

ーツなどグループ活動を行います。

精神保健福祉家族教室

　医師による統合失調症の知識や対応の仕方の話、

関係機関職員によるリハビリ施設や使える社会保障

制度の説明、当事者の話を聞いたり家族同士で話し

合いをしたりします。

こんな支援があります 保健予防課L227－5102詳しくはお尋ねください

当事者・家族の話に出てきた福祉施設は
こんな所

　統合失調症の治療では、服薬治療だけで

なく、社会生活や対人関係への対応力を回

復するための訓練を行う場合があります。

　それを行うのが、医療機関で実施してい

るデイケアや地域にある事業所など。そこ

では、グループで

の共同作業、就労

訓練、レクリエー

ション、スポーツ

などを行いながら、日常生活のリズムを取

り戻したり、継続して作業する力を身に付

けたり、対人関係の練習をしたりします。

　通うためには、基本的に主治医の許可が

必要になります。主治医や医療機関のソー

シャルワーカーなどに相談しましょう。
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　
納
期
限
は
、
9
月
30
日
㈮

国
民
健
康
保
険
税（
第
3
期
）

収
税
課
収
税
管
理
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
3
期
）

医
療
助
成
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
3
期
）

介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
担
当

L
2
2
4
‐
5
8
3
6

　

川
越
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
い

る
世
帯
の
世
帯
主
を
対
象
に
、
9
月
13
日

㈫
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
世
帯
主

が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場

合
で
も
、
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

＊「
郵
便
物
等
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」

に
書
か
れ
た
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
旧

保
険
証
・
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な

ど
）を
持
参
し
、
国
民
健
康
保
険
課（
本
庁

舎
二
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）を
発
送

交
通
事
故
防
止
特
別
対
策
地
域
に
指
定

安
全
安
心
生
活
課
L
2
2
4
‐
5
7
2
1

　

7
月
29
日
に
発
生
し
た
事
故
で
、
今
年
の
市
内
交
通
事
故
死
者

数
が
十
一
人
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
過
去
三
年
間
の
7
月
末
ま

で
の
死
者
数
の
平
均
と
比
べ
て
、
六
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
8
月
21
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で
の
3
か
月
間
、
市
は
県
か

ら
交
通
事
故
防
止
の「
特
別
対
策
地
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
川
越
市
交

通
事
故
防
止
特
別
対
策
本
部
」

を
設
置
。
さ
ら
に
「
川
越
市
交

通
事
故
防
止
特
別
対
策
推
進
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

川
越
警
察
署
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
交
通
事
故
を
撲
滅
す
る
た

め
に
、
次
の
重
点
的
対
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
高
齢
者
の
歩
行
中
、
自
転
車

　

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
強
化

●
高
齢
者
の
行
動
特
性
を
踏
ま
え
た
交
通
安
全
教
室
の
推
進

②
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

●
交
差
点
付
近
に
お
け
る
立り

っ

哨
し
ょ
う

活
動
の
強
化

●
交
差
点
を
中
心
と
し
た
道
路
環
境
の
整
備

③
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

●
通
勤
、
通
学
時
に
お
け
る
街
頭
指
導
の
強
化

●
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

●
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
強
化

④
市
民
に
対
す
る
交
通
事
故
情
報
の
積
極
的
提
供

●
広
報
川
越
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

●
電
光
掲
示
板
な
ど
に
よ
る
注
意
喚
起

●
防
災
無
線
な
ど
の
活
用

　

交
通
事
故
は
、
一
瞬
の
不
注
意
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
順
守
し
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
有
料
化
を
検
討
し
ま
す

　
「
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
有
料
化
」
に

つ
い
て
は
、
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
や

川
越
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き

調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
た
市
で
は
、
8

月
22
日
、
川
越
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
に
対
し
て
、
家
庭
ご
み
な
ど
の
費
用

負
担
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
同
審
議
会
に
お
い
て
、
ご
み

の
排
出
抑
制
と
分
別
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
ご
み
処
理
費
用
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
有
料
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　東日本大震災の影響で利用を中止
していた環境プラザ（つばさ館）は、
9月13日㈫から利用を再開します。
　なおリサイクル家具は、支援物資
として提供し、品数が少ないため、
今後の有償頒布は不定期開催としま
す。詳しくは市ホームページをご覧
になるか、お尋ねください。

つばさ館利用再開

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
‐
6
2
6
7

つばさ館L239－5053

●�

訂
正　

8
月
25
日
発
行
の
広
報
川
越
№

一
二
五
三
・
表
紙「
華
や
い
だ
！　

川
越
百
万

灯
夏
ま
つ
り
」

　

誤
＝
約
一
万
六
千
人　

正
＝
約
十
六
万
五
千
人



保
育
園

■
入
園
相
談

　

来
年
度
の
入
園
を
希
望
す
る
子
の
保
護

者
で
、
子
ど
も
に
心
身
の
障
害
や
言
葉
の

遅
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
な
ど
に
、

個
別
で
入
園
相
談
を
行
い
ま
す
。

申�

し
込
み
…
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

保
育
課（
フ
ァ
ク
ス
可
）

■
平
成
24
年
度
保
育
園
入
園
の
申
し
込
み

手
続
き
説
明
会

　

来
年
4
月
に
保
育
園
入
園
を
希
望
す
る

子
の
保
護
者
に
、
申
し
込
み
手
続
き
や
概

要
を
説
明
し
ま
す
。
子
ど
も
を
連
れ
て
の

来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳

あ
り
。
当
日
直
接
会
場
。

日
時
…
10
月
2
日
㈰
、
午
前
10
時
～
11
時

会
場
…
や
ま
ぶ
き
会
館

＊
申
請
書
類
を
同
説
明
会
で
配
布
し
ま

す
。
10
月
3
日
㈪
以
降
は
、
保
育
課（
本

庁
舎
二
階
）と
公
立
・
私
立
保
育
園
で
配

布
し
ま
す
。

■
入
園
申
し
込
み
の
受
け
付
け

　

来
年
4
月
入
園
の
申
し
込
み
を
表
①
の

日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。
各
会
場
の
受
付
時

間
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申

し
込
み
書
類
・
母
子
手
帳
・
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
就
労
証
明
書
や
、
保
育

が
困
難
な
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
る
医
師

の
診
断
書
な
ど
の
保
育
に
欠
け
る
証
明
書

が
な
い
と
、
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
申
し
込
み
を
し
て
い

て
入
園
が
保
留
と
な
っ
て
い
る
方
も
、
来

年
度
の
入
園
に
は
新
た
に
申
し
込
み
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

表
①
の
日
程
・
会
場
以
外
で
は
、
入
園

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
11
月
18
日
㈮

以
降
の
申
し
込
み
は
、
来
年
5
月
入
園
の

審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
以
降
出
産
予
定
で
2
、
3
か
月
児

か
ら
の
入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
保
育
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
入
園
ま
で
の
流
れ

①�

入
園
の
申
し
込
み
…
申
し
込
み
書
類
の

提
出

②�

児
童
面
接
…
申
し
込
み
児
童
の
健
康
、

発
育
状
況
な
ど
を
面
接

③�

書
類
審
査
…
提
出
書
類
の
審
査
・
確
認

④�

児
童
二
次
面
接（
該
当
者
の
み
）
…
児

童
の
健
康
、
発
育
状
況
な
ど
を
再
度
面

接
⑤�

入
所
選
考
審
査
…
保
護
者
が
保
育
で
き

な
い
程
度
に
応
じ
て
入
園
を
仮
決
定

⑥�

審
査
会
…
入
所
選
考
審
査
会
に
て
入
所

選
考
結
果
の
承
認
を
受
け
決
定

⑦�

選
考
結
果
の
通
知
…
2
月
中
旬
ご
ろ
に

選
考
結
果
を
郵
送
で
通
知

■
新
規
保
育
園
の
開
園
予
定

　

私
立
保
育
園
が
来
年
4
月
に
一
園（
表

②
の
＊
1
）開
園
予
定
で
す
。
来
年
4
月

入
園
の
子
ど
も
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

工
事
状
況
な
ど
で
開
園
時
期
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
保
育
室

　

家
庭
保
育
室
は
、
保
護
者
が
、
仕
事
・

病
気
・
出
産
な
ど
の
た
め
に
保
育
で
き
な

い
家
庭
の
子
ど
も
（
生
後
8
週
間
か
ら
3

歳
未
満
）を
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　

表
③
の
家
庭
保
育
室
で
は
、
来
年
4
月

に
入
室
を
希
望
す
る
子
ど
も
を
募
集
し
ま

す
。
入
室
手
続
き
・
保
育
時
間
・
保
育
料

な
ど
は
、各
保
育
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保
育
園
・
家
庭
保
育
室
、
入
園
・
入
室
の
お
知
ら
せ
保
育
課
L
2
2
4
‐
5
8
2
7
O
2
2
3
‐
8
7
8
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

	広報川越№1254・2011.9.10	 6節電のため、9月まで施設の開館時間などを変更しています。

表③　家庭保育室の定員と連絡先
施設名 所在地 定員 電話
すみれ保育室 宮元町80－6 19人 222－5976
田村保育室 六軒町2丁目13－15 18人 225－2391
つぼみ保育室 六軒町2丁目13－8 15人 222－5778
おひさま保育園川越 南通町6－3 20人 298－3888
ねむの木保育園 菅原町7－14 20人 225－1663
川越東口保育室 菅原町10－9 14人 223－3025
ポニー保育園 脇田本町14－32 17人 245－5703
片野保育室 野田町2丁目16－116 6人 244－0016
星の子乳児保育園 並木208－1 20人 235－2320
なのはな保育室 並木258－2 13人 236－0470
扇河岸保育室 扇河岸51－2 14人 246－9156
こばと保育室 砂1065－12 16人 241－2966
あそびのてんさい
新河岸ルーム 砂新田48－1・2階 20人 257－5150

あそびのてんさい 砂新田48－2 17人 241－7332
にこにこ保育室 南台2丁目1－69 6人 245－4211
緑ケ森保育室 大袋新田697 8人 246－8754
霞ケ関駅前保育園 霞ケ関東2丁目9－2・1階 18人 232－8877
かすみ保育園 霞ケ関東2丁目9－2・2階 20人 232－8855
上戸保育園 上戸277－21 20人 233－0583
こまどり保育室 吉田1－6 7人 232－3491
川越ベビーホーム 天沼新田269－1 20人 231－5638

●�表②＝募集予定数は７月１日現在の人数、対象年齢は来年４月１日現在
の年齢です。今後の状況で変更になる場合があります。
●表③＝定員は、募集予定数ではありません。
●�新設園（＊1）については、下田保育園L231－0750にお尋ねください。
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表①　平成24年度保育園入園申し込み日程表
日程 会場 時間

11
月

5日㈯ 大東公民館
午前9時30分～11時30分
午後2時～4時6日㈰

ジョイフル
7日㈪
9日㈬ 第1委員会室（本庁舎7階） 午前9時30分～11時30分

午後1時30分～4時30分10日㈭ 7B会議室（本庁舎7階）
11日㈮ 大東公民館 午前9時30分～11時30分

午後2時～4時13日㈰ メルト
14日㈪

第1委員会室（本庁舎7階） 午前9時30分～11時30分
午後1時30分～4時30分15日㈫

17日㈭ 北公民館 午前9時30分～11時30分
午後2時～4時

表②　保育園対象年齢および募集予定数
●公立保育園
保育園名 所在地 対象年齢 募集予定数
中央 小仙波町2丁目49－11 8か月～ 20人
仙波町 仙波町2丁目21－19 8か月～ 18人
神明町 神明町64－4 8か月～ 34人
小室 小室309－2 8か月～ 16人
脇田新町 脇田新町18－9 8か月～ 25人
今成 今成2丁目5－10 8か月～ 17人
新宿町 新宿町2丁目12－13 8か月～ 28人
古谷 古谷上4009－13 2歳～ 29人
古谷第二 古谷上6083－5 8か月～ 14人
南古谷 並木新町16－15 1歳～ 17人
南古谷第二 牛子167－3 8か月～ 22人
高階 藤原町27－6 8か月～ 20人
高階第二 寺尾190－1 8か月～ 30人
高階第三 砂新田1丁目19－2 8か月～ 17人
大東 豊田本1895 8か月～ 22人
霞ケ関 笠幡4036－4 8か月～ 17人
霞ケ関第二 かすみ野2丁目10－1 8か月～ 18人
川鶴 川鶴2丁目12－2 8か月～ 14人
名細 鯨井1590－1 8か月～ 18人
名細第二 小堤662－1 8か月～ 22人

●私立保育園
保育園名 所在地 対象年齢 募集予定数
風の子 松郷715－1 2か月～ 13人
風の子第二 松郷701ー3 6か月～ 11人
増美 岸町3丁目28－1 8か月～ 18人
増美�本川越分園 新富町2丁目32－3 8か月～ � 8人
（仮）下田第二（＊1）小ケ谷366－1 8か月～ 60人
芳野 谷中32－5 2か月～ 16人
伊佐沼すまいる 古谷上2237－1 3か月～ � 8人
はるかぜ 大中居571－5 8か月～ 15人
高の葉 砂90－2 6か月～ 23人
さくらんぼ 砂新田6丁目12－8 3か月～ 28人
貴精 今福1342－1 3か月～ 15人
おおぞら 南大塚1255－1 1歳～ 24人
まきば 大袋732 3か月～ 17人
あゆみ 豊田本1466－2 2か月～ 21人
むさしの 的場420－1 3か月～ 13人
笠幡菜の花 笠幡731－1 6か月～ 12人
下田 的場北2丁目12－8 3か月～ 18人
バンビ 吉田1029 2か月～ 11人
マーガレット 天沼新田54－6 8か月～ � 7人

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
に
つ
い
て

市
民
課
国
民
年
金
担
当
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
65

歳
に
な
っ
た
と
き
に
請
求
し
て
受
け
る
年

金
を
、
老
齢
基
礎
年
金
と
い
い
ま
す
。
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
次

の
期
間
の
合
計
が
原
則
と
し
て
二
十
五
年

以
上
必
要
で
す
。

　

�

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
▼
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

▼
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
▼
若

年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
▼
厚
生

年
金
・
共
済
年
金
の
加
入
期
間（
昭
和

36
年
4
月
以
後
）▼
第
三
号
被
保
険
者

期
間
▼
合
算
対
象
期
間

　

請
求
は
、
国
民
年
金（
第
一
号
被
保
険

者
）の
み
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
市
民

課（
本
庁
舎
一
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所
で

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
・
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
の
期

間
が
あ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
給
の
繰
り
上
げ
と
繰
り
下
げ

　

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、
申
し
出

に
よ
り
受
給
開
始
年
齢
を
早
め
（
繰
り
上

げ
）、
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
給
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
額
で
受

給
す
る
こ
と
に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
や

寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、受
給
開
始
年
齢
を
遅
ら
せ
て（
繰

り
下
げ
）、
増
額
さ
れ
た
年
金
の
受
給
も

で
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
中
、
あ
る
い
は
初
診

日
が
20
歳
前
や
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
と
き
に
、
病
気

や
け
が
に
よ
り
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
や

障
害
の
程
度
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
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図
書
館
で
は
、
印
刷
さ
れ
た
図
書（
墨す

み

字じ

版ば
ん

）が

読
み
づ
ら
い
方
に
も
本
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

目
の
不
自
由
な
方
へ
は
、
対
面
朗
読
の
ほ
か
、

録
音
図
書
や
点
字
図

書
な
ど
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

探
し
て
い
る
図
書

が
な
い
場
合
は
、
音

訳
者
や
点
訳
者
な
ど

の
図
書
館
協
力
者
が

新
た
に
製
作
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
音
訳
さ
れ
た
図
書
は
C
D
化

し
て
、全
国
の
図
書
館
に
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

墨
字
版
で
も
人
気
の
あ
る
『
万
能
鑑
定
士
Ｑ
の
事

件
簿
』（
松ま

つ

岡お
か

圭け
い

祐す
け

著
）は
川
越
で
音
訳
さ
れ
、
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

川
越
が
話
題
と
な
っ
た
新
聞
記
事
の
音
訳
や
、
パ

ソ
コ
ン
の
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
で
使
え
る
よ
う
に
活

字
の
変
換
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
文
字
が
読
み
づ
ら
い
方
の
た
め

に
、
大
き
な
文
字
で
印
刷
さ
れ
た
「
大
活
字
本
」

も
あ
り
ま
す（
上
写
真
）。
西
図
書
館
に
あ
る
布
絵

本
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
作
り
し
た
、
手
で
触

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
絵
本
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
方
や
内
容
を
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
各
図
書
館
の
障
害
者
サ

ー
ビ
ス
担
当
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な

方
法
で「
読
書
」
を
楽
し
む
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

小さな緑を
大きく育てる 環境政策課L224－5866くらしの中の花と緑⑤

政
策
企
画
課
L
2
2
4
‐
5
5
0
3

中
央
図
書
館

L
2
2
2
‐
0
5
5
9

本
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

BOOK
NAVI

「
ま
ち
」
が
変
わ
る
!?
　
自
治
基
本
条
例
⑥

　

自
治
基
本
条
例
の
制
定
手
続
で
最
も
大
切
な
の

は
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
多
く
の
関
係
者
が
参
加
で
き

る
方
法
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

多
く
の
市
民
が
関
わ
り
、
合
意
を
得
て
策
定
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
魂
が
込
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

結
果
的
に
は
、
ほ
か
の
都
市
と
同
じ
よ
う
な
条
文

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
効
果
に
大
き
く
違
い
が
出

ま
す
。
こ
れ
が
自
治
の
深
化
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
治
基
本
条
例
の
中
に
最
低
一
つ
は

「
ま
ち
の
個
性
」「
き
ら
り
と
光
る
我
が
ま
ち
の
自

治
基
本
条
例
」
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
入
れ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
代
表
的
な
の
は
前
文

で
す
。
自
治
基
本
条
例
は
、
一
般
的
に
前
文
を
設

け
ま
す
。
そ
こ
に
歴
史
、
現
状
、
将
来
に
目
指
す

べ
き
こ
と
を
書
い
て
み
た
り
、
自
治
の
独
自
性
に

言
及
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
町
並
み
な

ど
そ
の
地
域
の
特
色
を
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

川
越
市
は
、ま
さ
に
そ
の
特
色
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

関
東
学
院
大
学
教
授
・
出い

ず

石い
し

稔み
の
る

さ
ん
に
よ
る「
自
治
基
本
条
例
連
続
講
座
」
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　緑への関心を深め、家庭での緑化推進が目的の
苗木の配布事業では、春と秋に5、6種類の苗木
を配っています。昭和58年からの29年間で配っ
た苗木は69,855本。小さな苗木を大切に育てて

もらうことで、まちにたく
さんの潤いと豊かさをもた
らす緑が増えています。
　平成3年に、腰の高さほ
どの花カイドウの苗木を受
け取った田

た

島
じま

玲
れい

子
こ

さん（75
歳・脇田本町）は「花をつ
けたのは7年ほどたったこ
ろ。春になると濃いピンク
色の花をたくさん咲かせ、
通りがかりの人から、きれ

いな花ですね、
と声を掛けられ
ます。毎年、春
が楽しみ」と背
丈の倍以上に育
った木を見て
話してくれまし
た。庭には、別
の苗木配布で受け取ったレンギョウも植えられ、
黄色の花が春の訪れを告げてくれるそうです。
　配布する苗は、できるだけ手がかからない種類
を選ぶなど、多くの人が緑を増やす取り組みに参
加できるよう工夫しています。次の苗木配布は、
川越産業博覧会で行う予定です。皆さんの手で、
小さな苗木を大きな緑に育ててみませんか。

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

苗木配布の様子
「緑と花まつり in
かほく運動公園」
（7月9日）
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か
さ
の
中
は
ぽ
っ
か
ぽ
か
②

小
学
四
年

　

男
の
子
の
家
に
着
い
た
と
き
「
バ
イ
バ

イ
。」
と
手
を
ふ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

男
の
子
も
手
を
ふ
っ
て
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
心
ま
で
温
か
く
な
り
、
帰

り
な
が
ら
（
い
い
こ
と
を
し
た
な
。）と
思

い
ま
し
た
。

　

家
に
着
い
て
、「
た
だ
い
ま
。」
も
言
わ

な
い
で
走
っ
て
お
母
さ
ん
の
所
ま
で
行
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
声
で
、

「
お
母
さ
ん
、帰
り
に
い
い
こ
と
し
た
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
え
え
ー
、
ど
ん
な
こ
と
。」

と
、
聞
か
れ
た
の
で
帰
り
の
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
⑯

教
育
指
導
課
L
2
2
4
‐
6
1
1
4

　

平
成
22
年
度
に
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文
集「
あ
け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
い
い
こ
と
を
し
た
ら
、
相
手
も
喜
ん
で

く
れ
る
け
れ
ど
、
自
分
も
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
る
ね
。
お
母
さ
ん
も
う
れ
し
い

よ
。」

と
、
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、（
ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
い

な
。）と
思
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
こ
ま

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
自
分
の
で
き
る

こ
と
を
し
て
、
人
の
た
め
に
な
っ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

（
終
わ
り
）

⑮移りゆく季節 ～落ち葉～

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ひ
と 

ま
ち

　朝、登庁の際、夏の暑い日差しを少しでも避けようと日陰
を選んで歩いています。7月の中ごろ、歩道にわずか幅50
㎝ほどだった家並みの影は、近頃では1.5m くらいに伸びて
います。田んぼの稲も、ひと月前は夏の日差しを浴びてキラ
キラと輝き、目に染みるような緑だったのが、今は穂が出始
め、黄色みが混じった落ち着いた緑に変わってきました。あ
らためて季節の移り変わりの早さを実感しています。
　秋になると、市民の皆様から「街路樹の落ち葉を早く片付
けてほしい」という要望や「落ち葉が迷惑だから枝をせんて
いしておくべきだ」という意見を数多くいただきます。なか
なか迅速な対応ができず、お詫びする場合もあります。

　2年ほど前、姉妹都市締結
25周年の記念事業に出席する
ため、市民の皆さんとドイツの
オッフェンバッハを訪問しまし
た。晩秋でちょうど落ち葉の季
節だったので、いたるところに
落ち葉があり（左写真）、ミュン
ヘンでは、歩道や車の上に雪な
らぬ落ち葉が降り積もっていま
した。道端ではあちこちに落ち
葉の山が築かれていて、びっく

りしました。ちょうど天候も雨が多く、「落ち葉で滑って転
倒しけがをする人はいないのだろうか。市や国に対してずい
ぶんとたくさんの要望が出されているのではないだろうか」
などと考えていたことを思い出します。
　落ち葉は、そのまま捨てれば焼却費用もかかるただのゴミ
です。しかし有効利用すれば優れた肥料、腐葉土になります。
最近は町なかで土の見える場所が少なくなってしまいました
が、ベランダや庭の片隅で腐葉土をつくり、花作りに挑戦し
てみませんか。市でも、町なかに緑と花を増やす事業を進め
たいと考えています。
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川
越
か
ら 

世
界
へ

　
ケ
ラ
ミ
ッ
ク
カ
ッ
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
開
催

Ｚ

ひ
と

　
ま
ち

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と�

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　

ハ
ー
レ
ン
フ
ー
ス
バ
ル
と
は
、
キ
ー
パ
ー
を
含
め
た
5
対

5
の
室
内
サ
ッ
カ
ー
で
、ル
ー
ル
は
ほ
ぼ
サ
ッ
カ
ー
と
同
じ
。

フ
ィ
ー
ル
ド
は
サ
ッ
カ
ー
の
半
分
く
ら
い
の
広
さ
で
、
試
合

時
間
は
予
選
リ
ー
グ
十
二
分
、
決
勝
リ
ー
グ
は
十
四
分
と
短

い
、
フ
ッ
ト
サ
ル
に
似
た
競
技
で
す
。
違
い
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
の
周
囲
に
高
さ
一
ｍ
ほ
ど
の
壁
が
あ
る
こ
と
。
ボ
ー
ル
が

壁
を
越
え
て
フ
ィ
ー
ル
ド
外
に
出
な
い
限
り
、
途
切
れ
る
こ

と
な
く
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
ゲ
ー
ム
が
続
き
ま
す
。

　

全
国
か
ら
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
行
わ
れ
た
日
本
予
選
。
六
チ
ー
ム

ご
と
に
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
れ
、
一
次
予
選
の
上
位
三
チ
ー
ム

が
準
決
勝
リ
ー
グ
に
、
準
決
勝
リ
ー
グ
の
上
位
三
チ
ー
ム
が

決
勝
リ
ー
グ
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
総
当
た

り
戦
で
ド
イ
ツ
で
の
世
界
大
会
の
切
符
を
争
う
こ
の
大
会
。

川
越
か
ら
は
県
立
川
越
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
川
越
水
上
公
園

の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
周
囲
の
壁
を
利
用
し
た
パ
ス
で
ゲ
ー
ム
を
組
み
立
て
る

の
が
魅
力
。
全
国
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
勝
利
し
た

こ
と
が
自
信
に
な
り
ま
し
た
」
と
県
立
川
越
高
校
の
松ま

つ

井い

光み
つ

之ゆ
き

さ
ん（
高
校
１
年
生
）。

　
「
川
越
で
こ
の
よ
う
な
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
同
校
竹た

け

田だ

剛ご
う

さ
ん（
高
校
１
年
生
）。

　

日
本
で
は
、ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
ハ
ー
レ
ン
フ
ー
ス
バ
ル
。

「
次
の
世
代
を
担
う
高
校
生
な
ど
に
、
世
界
を
身
近
に
感
じ

て
ほ
し
い
。
川
越
を
世
界
大
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
と

し
て
い
き
た
い
」
と
実
行
委
員
長
の
中な

か

嶋じ
ま

譲じ
ょ
う

さ
ん
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ケ
ラ
ミ
ッ
ク
カ
ッ
プ
日
本
予
選
会
が
川
越
で
開
催
さ
れ
、

今
年
で
三
回
目
。
こ
の
競
技
が
全
国
に
広
が
り
、
川
越
が
そ

の
聖
地
と
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ケ
ラ
ミ
ッ
ク
カ
ッ
プ
と
は
、
17
歳
以
下
を
対
象
に
し
た
国
際
的
な
ハ
ー

レ
ン
フ
ー
ス
バ
ル（
室
内
サ
ッ
カ
ー
）の
大
会
で
す
。

　

来
年
1
月
に
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る
こ
の
大
会
の
日
本
予
選
が
、
8
月
20

日
か
ら
26
日
ま
で
川
越
水
上
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

激しい
ショルダーチャージ
激しい
ショルダーチャージ

竹田剛さん（左）と松井光之さん（右）竹田剛さん（左）と松井光之さん（右）

選手交代は何度でも自由
ですが、ゲームの中断は
なく、壁を飛び越えてフ
ィールドに入っていきま
す

選手交代は何度でも自由
ですが、ゲームの中断は
なく、壁を飛び越えてフ
ィールドに入っていきま
す

優勝した東京ヴェルディチーム優勝した東京ヴェルディチーム
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Ｚひと　まち ふぉとニュース
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設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と�

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　市内の小学校20校、約12,000人分の給食を作っている菅

間学校給食センター。8月18日、同センターで見学会が開催

されました。ふだん見ることのできない調理室や大きな洗浄機

に、参加者は興味津々。１回に約850人分の調理ができる釜で、

本物そっくりに作られた野菜などの具を容器に移す体験コーナ

ーが人気。「給食は苦手なものもあるけど、もっと好きになり

そう」と濱
はま

野
の

達
たつ

也
や

くん（小学2年生・古谷）は話してくれました。

大きな釜にびっくり

　8月3日・4日・5日に霞ケ関公民館で、「夏休み

子ども手話教室」が開催されました。「手話を体験し、

将来に役立ててもらえれば」と講師の新
あら

井
い

イサエさ

ん（霞ケ関東4丁目）。「手話で、耳の不自由な人と

あいさつをしてみたい。困っているときに助けてあ

げたいです」と参加した大
おお

釜
がま

啓
けい

輔
すけ

くん（小学4年生・

的場1丁目）は、話してくれました。

手話って楽しいね

　「戦隊のヒーローになった気分でした」と空手道をはじめた幼稚園のこ

ろの思いを語る川
かわ

添
ぞえ

聖
しょう

太
た

くん（初雁中学校2年生・氷川町）。中学では空手

道部がないため野球部に在籍、部活の合間を利用し練習をつづけ、埼玉県

の代表として念願の全国大会に出場しました。相手を想定した技の正確性

とスピードは、誰にも負けない自信があります。｢自分が納得できる形
かた

が

決まり勝利したときはうれしいです」と川添くん。「来年も全国大会に出

場し勝ち進みたい」と目を輝かせていました。

空手道の全国大会に出場

　須
す

永
なが

富
とみ

夫
お

さん（73歳・新宿町5丁目）宅の家

庭菜園で栽培しているサトイモが花をつけま

した。40年以上栽培をしていて初めての出来

事。サトイモはほとんど花をつけず、国内での

開花はとても珍しいとのこと。暑い日には1日

でしおれてしまいます。「花に気づいたのは8月中旬。始めは葉かと

思っていたものが、黄色く色づきだし花だと思いました」と須永さん。

黄色いサトイモの花が咲きました

花は20cm ほどの高さ
で、ランのような上品
な香りがします

花は20cm ほどの高さ
で、ランのような上品
な香りがします

　「川越きものの日」を制定した川越きもの

の日実行委員会。初回となる8月18日に、

川越駅と本川越駅でＰＲしました。着物姿で

配布したチラシには、着物の方を対象に、市

内約70の協賛店で利用できる特典内容が書

かれています。毎月18日は、皆さんも着物

を着て市内を散策してみませんか。

きもので来てね

チラシは観光案内所などで
配布しています
チラシは観光案内所などで
配布しています



　

電
話
業
務
は
、
明

治
23
年
に
東
京
・
横

浜
で
始
め
ら
れ
た
の

が
最
初
。
市
内
で
は

明
治
41
年
に
百
軒
の
加
入
者
で
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
ま
で「
電

話
所
」
に
出
向
き
通
話
し
て
い
た

の
が
、
交
換
所
を
介
し
て
自
宅
に
居
な
が
ら
に
し
て
通
話

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
街
の
老
舗
金
物
店
の
軒
先
を
見
上
げ
る
と
「
川
越

電
話
一
三
一
番
」
と
書
か
れ
た
陶
器
製
の
表
札
を
発
見
。

店
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
川
越
に
電
話
が
開
通
し
た
こ
ろ

の
番
号
札
と
の
こ
と
。「
当
時
は
東
京
に
回
線
が
つ
な
が

る
の
に
半
日
か
か
っ
た
そ
う
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
店
を
出
る
と
、
親
子
連
れ
か
ら
「
写
真
を
撮
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
頼
ま
れ
、
渡
さ
れ
た
の
は
、
携
帯
電
話
。

昔
の
電
話
番
号
表
札

を
背
景
に
最
新
の

“
電
話
”
で
写
真
を

撮
る
。
な
ん
と
も
不

思
議
な
気
持
ち
で
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま

し
た
。
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川
越
再
発
見
18

も
う
す
、
も
う
す
。
こ
ち
ら
川
越
○
番
。

広
報
室
L
2
2
4
‐
5
4
9
5

店内で見つけた電話専用の
部屋。中には、昔使ってい
た電話機がありました。

　市内の田んぼでは、平成16
年に開発された「さけ武蔵」と
いう品種の米が栽培されていま
す。12年もの歳月をかけて開
発したこの米は、酒造りに適し
ていて、県オリジナルの酒が多
く作られています。
　「さけ武蔵」は、米粒が大きく、
中心にある心

しん

白
ぱく

という円状の乳

白色部分
にデンプ
ンがぎっ
しり詰ま
っている
のが、酒
造りに適

している理由。酒造りには欠か
せない、良質な麹が作れます。
　市内では、平成20年に3戸
の農家が栽培を開始。現在、県
内約23haのうち約5haを市内
7戸の農家が栽培しています。
　栽培農家の山

やま

田
だ

英
ひで

夫
お

さん（65
歳・鴨田）は「今は一部しか使わ
れていませんが、1年でも早く

川越産の『さけ武蔵』を100％
使った酒が造れるように、栽培
仲間を増やしたいです」。
　市内で収穫
した「さけ武
蔵」を使い、
市内の酒造会
社で醸造、市
内の酒店で販
売される、川
越の「農・工・
商」が連携し
て造った酒。
この秋、川越
の味を楽しん
でみませんか。

18

酒米

さけ武蔵を使った酒
「鏡山」は、小江戸蔵
里でも購入できます

農政課L224－5939

　

小
江
戸
川
越
検
定
の
設
問
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

設
問　

川
越
で
家
か
ら
電
話
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
？

　

①
明
治
23
年　

②
明
治
41
年　

③
大
正
11
年　

④
昭
和
4
年

答
え
②

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

空
に
向
っ
て
勢
い
よ
く
発
射

さ
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
。
8
月

3
日
に
行
わ
れ
た
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
」
の
ひ

と
コ
マ
で
す
。
市
内
で
活
動
す
る

川
越
シ
ニ
ア
大
学
・
小
江
戸
塾
の

メ
ン
バ
ー
が
、
子
ど
も
た
ち
の
制

作
を
手
伝
い
ま
し
た
。「
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
」
と
会
長
の
岩い

わ

本も
と

浩こ
う

一い
ち

さ
ん

（
73
歳
・
豊
田
町
一
丁
目
）。
メ
ン

バ
ー
か
ら
上
手
に
飛
ば
す
コ
ツ
を

教
え
て
も
ら
う
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
は

ま
っ
す
ぐ
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

広
報
川
越
一
二
三
二
号
で
紹

介
し
た
榊

さ
か
き

原ば
ら

達た
つ

也や

く
ん

（
城
南
中
学
校
三
年
）が
、
7
月
31

日
に
行
わ
れ
た
U
‐
15
ボ
ク
シ

ン
グ
全
国
大
会
の
42
・
5
㎏
級
で

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
昨
年
の
37
・
5
㎏
級

の
優
勝
に
続
き
二
連
覇
・
二
階
級

制
覇
を
達
成
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
ほ
か
、
新
た
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
も
目
指
し
始

め
た
榊
原
く
ん
。目
標
に
向
っ
て
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。


